
ネ ッ トワ ー ク グル ー プ活動報告2 0 0 3

業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム の 紹介

山本好弘 ( 工 学部技術部第二技術系第四版)

1 . は じめに

工学部か ら技術部 に依頼された 共通業務 ( サ ー

バ
､ 情報機器等 の 管理 ･ 運用) を行うた めの 技術

部有志に よるグル
ー

プ ( 以下ネ ッ トワ ー

ク グル ー

プ と称す) の 活動も 4 年 が過 ぎ 5 年目を迎 える こ

ととな っ た｡ これまで も､
工学部技術発表会にて

年度毎の活動報告を行 っ て おり ､ 今回も過去 1 年

間 (2 0 0 2 年 1 1 月 - 2 0 0 3 年 1 1 月) の 主な活動内

容に つ い て報告する｡

2 . ネ ッ トワ ー クグル ー プ設立の経緯

1 9 9 9 年 ( 平成 1 1 年) 当時 コ ン ピ ュ
ー

タ の 2 0 0 0

年間題 が話題とな っ て お り ､
これに伴い 旧式とな

っ て い た 工学部事務部 の ( ネ ー ム
､
メ ー ル) サ

ー

バ を更新する こ ととな っ た o
また

､
これ に関連 し

て 工学部共通 の W eb サ
ー バ も更新す る こ ととな

り ､
これらサ ー バ の構築 ､ 運用 ､ 管理 に関す る業

務 の 依頼が ､
工 学部から共通業務 と して 工 学部技

術部に対して行われた ｡

これ に対 し技術部 で は コ ン ピ ュ ー

タ ( パ ソ コ

ン) やネ ッ トワ ー クに興味の ある有志を募り ､ 依

頼された共通業務を行うこ と と し､ ｢ 平成 1 1 年度

工学部新規サ
ー バ 整備計画｣ の 承認 によ り ､ ネ ッ

トワ
ー ク グル ー プ の 名称 にて 1 9 9 9 年( 平成 1 1 年)

8 月 より正式に活動を開始 した ｡

活動開始時に 工 学部 か ら依頼 され た 共 通業務

は次の 通りで ある｡ ま た ､
これ と併せて新規サ ー

バ の機種選定と構築も行 っ た o

･ 新規事務部ネ
ー ム

､
メ

ー

ル サ
ー バ の運用 ･ 管理

･ 新規工 学部共通 W eb サ ー バ の 運用 ･ 管理

･ 旧事務部ネ
ー ム

､ メ
ー

ル サ
ー バ の運用 ･ 管理 (新

規サ ー バ移行ま で)

･ 工学部ホ
ー ム ペ ー ジ の 作成と管理

･ 事務部パ ソ コ ン ( P C) ､ ネ ッ トワ ー ク の管理

3
. ネ ッ トワ ー ク グル ー プの活動体制

現在 ､ ネ ッ ト ワ
ー

ク グル ー

プ の 各メ ン バ ー

は ､

各 々 に所属 して い る研 究分野( 講座) の了解の 下､

付加業務 ( 共通業務) と して講座の 業務等 と時間

調整を図りなが ら行 っ て い る ｡

また ､ ネ ッ トワ ー ク グル ー プ - の 参加は各人 の

自由意志であり ､ また参加人数 に つ い ても特 に制

限を行 っ てい ない ｡ . た だし ､ 技術部 と して は正 式

な依頼業務と して の性格上 ､ 対応できる体制は確

保する必要が ある ｡

業務 に対す るある程度 の 責任体制の確保と ､ メ

ン バ ー

の 技術 の 共有 と レ ベ ル ア ッ プ を図 る 目的

で ､ 各業務を行うた め の担当者を定めて い る ｡
. 各

担当者 は技術 の 共有を図るた めに ､ 年度毎に ロ ー

テ
ー シ ョ ン にて交代 して い る ｡ また , 前回 の担当

者も副担当者と して ､ 前任者 と して の経験を生か

して現担当者をサ ポ
ー

トする こ と と して い るo

4 . ネ ッ トワ ー クグル ー プの主な業務

ネ ッ トワ ー ク グル ー

プ の 活動開始後 ､
2 0 0 0 年 5

月 に就職情報室 ( 工 学部長裁量経費 ｢ 学生用ネ ッ

トワ
ー

ク端末 の整備｣ に より実現) の 立ち上げと

運用 ･ 管理 を新た に行うな ど活動 の範囲が 広が っ

てきて い る ｡ 現在は 工学部サ ー バ 管理室 の 各サ ー

バ とサ
ー バ が提供 して い るサ ー ビ ス ( W eb ､ メ

ー

ル 等) の 運用 ･ 管理 ､ 就職情報室 の ク ライア ン ト

p c 等の 運用 ･ 管理 ､ 事務部 の 情報機器 (P C ､ プ

リ ン タ等) ､ ネ ッ トワ
ー

ク等に関する技術支援( -

ル プ デス ク) 等 の依頼業務を行 っ て い る｡

以下にネ ッ トワ
ー

クグル ー

プ で運用 ･ 管理 を行

っ て い る主なサ ー バ
､ 情報機器等と主な業務お よ

び担当者を表 1 に示す｡

-
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表 1 . 主 な依頼業務 とそ の担当者

主な対象機器 担当者 主な業務内容

工学部 W e b サ
ー

バ 伊藤 サ
ー バ 運用 . 管理

工 学部 ホ ー ム ペ ー

ジ の コ ン テ ン ツ

運用 . 管理

工 学部事務部
新美 サ

ー バ運用 . 管理
メ

ー

ル ア カ ウ ン トの発行

N a m e ､ M ai1 サ
ー バ Ⅰp ア ド レ ス の登 録

技術部 W eb サ ー バ 平山 サ
ー バ 運用 . 管理

技術部 ホ ー ム ペ ー ジ の コ ン テ ン ツ

運用 . 管理

技術部開発機 中村 (勝) サ
ー バ 運用 . 管理

就職情報室 梅 田 ､ 山本 ( 好) ク ライア ン ト P C の 運用 . 管理

工学部事務部
平山

p c
､
プ リ ン タ等 の セ ッ トア ッ プ ､

ウイ ル ス 対策等 の 技術

情報機器 支援､ 相談等

これ らの 日常行 っ て い る依頼業務以外 にもネ

ッ トワ
ー クグル ー プ と して

､

･ 新しい技術情報 の収集 ､ 検証

･ 技術向上 の た めの 学習会 の 開催 ､ 講習会 - の参

加
､
O J T の 実施

･ 活動を通 じて 得られた技術情報 の 還 元 と して ､

技術講習会の 開催 ､ 技術研究会等で の 報告

･ ア プ リケ
ー シ ョ ン の構築 ･ 開発

等の様 々 な活動を独自に行 っ て い る ｡

5
. ネ ッ トワ ー ク グル ー プの 活動状況

過去 1 年間 (2 0 0 2 年 1 1 月 - 2 0 0 3 年 1 1 月) に

て ､ 行われた主な活動に つ いて 報告す る｡ 今 回新

た に行 っ たもの と して
､ 就職情報室クライ ア ン ト

p c の ユ ー ザ認証 の 変更と W eb ア プ リケ ー シ ョ ン

( 機器 ･ 分析技術研 究会参加登録 シ ス テ ム ､ 業務

運用 ･ 管理 シ ス テ ム) の 独自開発 などが ある｡ ま

た ､ 業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム の 開発 に 関連 して ､

グル ー

プウ エ ア ｢ L a! c o o d a W I Z ｣ の導入 を行い 有

効性 の検証を行 っ て い る｡

以下に通常行 っ て い る運用 ･ 管理業務以外の 主

な活動内容 を示 す｡

○ サ
ー バ の運用 ･ 管理

･ グ ル
ー

プ ウ エ ア ｢ W IZ ｣ の サ
ー ビ ス を行うため

の サ
ー バ の構築と W I Z の 導入 を行 っ た ( 導入 :

-
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伊藤 ､ 構築､ 運用 ･ 管理 : 平山)

･ 工 学部 w eb サ
ー バ

､
事務部ネ

ー ム
､
メ

ー

ル サ
ー

バ
､ 技術部サ

ー

バ 用 バ ッ クア ッ プ機 の構築 ( 山

本)

○サ
ー ビ ス の 運用 ･ 管理

･ 工学部 ホ ー ム ペ ー ジ の 作成 ･ 更新

各学科 が毎年実施 して い る ｢ 社会人向けリカ レ

ン ト教育｣ の 案内､ 研究活動 の紹介を行 っ て い る

｢ 工学研究｣ の 更新な ど計 1 8 件の 作業を行 っ た o

･ 機器 ･ 分析研究会参加登録 シ ス テ ム

伊藤氏 が開発 を行 っ た W eb ア プ リケ
ー シ ョ ン

シ ス テ ム を技術部サ
ー

バ 上 で 正 式 に運用 を行 っ

た .

0 就職情報室の 運用 ･ 管理

･ ク ライ ア ン ト P C の ユ
ー ザ認証 の変更

これ まで ､ ク ライ ア ン ト P C の ユ
ー ザ ロ グイ ン

に つ い て は独 自に作成 した g u es t ユ
ー ザ の 認 証に

て 行い ､ イ ン タ
ー ネ ッ ト - の 接続に つ い て はネ ッ

ト ワ
ー

ク グル ー

プ で構 築した フ ァ イ ア
ー

ウォ
ー

ル (P C サ ー バ) を介して研究用 V L A N - 行 っ て

い た｡ しか し､ 2 0 0 3 年 4 月 1 日より実施された｢ 三

重大学セ キ ュ リテ ィ ポリ シ
ー

｣ に より ､
不特定多

数 の ユ ー ザがネ ッ トワ ー クに ア ク セ ス でき る P C

に つ い ては個人認証が 必要 となっ た た め ､ ネ ッ ト

ワ ー ク の接続先を学生用 V L A N - の変更 を行 っ



た , 変更に つ い て は ､
工 学部に所属する学生に対

し新た に ユ ー ザア カ ウ ン トを発 行する こ と は現

状で は不可能で あり
､
これに代 わるもの と して総

合情報処理 セ ン タ ー

が 三 重大学 に所属 して い る

全職員 ､ 学生向けに発行 して い る学生 v L A N 用の

ア カ ウン トを利用す るた めであるo また ､ 各ク ラ

イア ン トP C を学生 V L A N - 直接接続す るた めの

I P ア ド レ ス ( ロ ー カ ル) の割り当て を総合情報処

理 セ ン タ
ー

よ り受 け､
ネ ッ トワ ー

ク接続の 変更 ､

各ク ライア ン ト P C の 設定変更を行 っ た｡

○事務部 - の - ル プデス ク

事務部か らネ ッ ト ワ ー

ク グル ー

プ - 要請 の あ

っ た 主な技術支援業務 を以下に示す｡

･ P C の 不 具合 - の 対応 ( 3 件)

･ p c の設定作業 (2 件 ､
4 台)

･

メ
ー

ル の設定､ 確認作業 (2 件 ,
3 台)

こ の 他 にも事務部 の パ ソ コ ン リ ー ダ ー

と の 連

携を常に行い ､
W in d o w s の セ キ ュ リテ ィ ア ッ プデ

ー

トやア ン チ ウイ ル ス ソ フ トに よ る チ ェ ッ ク の

指導を行 っ てきた結果 ､ 学内では コ ン ピ ュ ー

タウ

ィ ル ス ( ワ ー ム) B l a st e r
､
N A C H I に感染､ 発症 し

た p C が多数発生 したが ､
工学部事務部 の P C -

の感染は報告されなか っ た o

O 技術講習会の 開催

工 学部技術部主催で 毎年技術講集会が 行 われ

てお り ､ ネ ッ トワ ー

ク グル ー プもこ れまで の活動

で得 られた技術情報な どを提供を目的と して ､ 今

回も以下のテ ー

マ で 開催を行 っ て い る｡

｢ w eb デ ー タ ベ ー

ス ア プリ ケ ー シ ョ ン の 開発と運

用管理｣ ､ 2 0 0 3 年 1 2 月 1 0 日 ( 水) - 全 6 回
､ 担

当 : 伊藤､

また
, 平成 1 5 年度開催予 定の 講習会と して ､

｢ グ ル ー プウ エ ア W I Z の利用に つ いて｣ ､ 担当 :

山本 ､ 平山,

を予定 して い る｡

○技術研究会 - の 参加 ･ 報告

グル ー プ の活動で得られた技術情報 の報告 ､
お

よび交換､ 収集等を行うた めに技術研究会等 - の

参加を行 っ て い る ｡ 今回行 っ た報告と して ､

｢ w eb 技術を用い た技術部業務運用 ･ 管理 シ ス テ

ム の 紹介｣ ､ 東京大学総合技術研究会 ､
2 0 0 3 年 3

月 6 ､ 7 日
､

が ある｡.

0 ア プ リケ ー シ ョ ン の構築 ･ 開発

ネ ッ トワ ー

ク グ ル ー プ で は ア プ リ ケ
ー シ ョ ン

プ ロ グラ ム ､ ネ ッ トワ ー

ク シ ス テム 等の 構築 ･ 開

発を独自に行 っ て い る｡ 今回 は W eb アプ リケ ー

シ

ョ ン で ある
､ 機器 ･ 分析技術研究会参加登録 シ ス

テ ム
､ 技術部業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム の構築 ､ 開

発 を行 っ た ｡

機器 ･ 分析研究会参加 登録 シ ス テ ム は 三重大学

工学部技術部の 主催 で 2 0 0 3 年 1 1 月 2 0 ､ 2 1 日 に

開催された平成 1 5 年度機器 ･ 分析研究会 - の 参

加申 し込 み を W eb で行うた め に開発された ア プ

リ ケ
ー

シ ョ ン プ ロ グラム で ある, シ ス テ ム の プ ロ

グラム は伊藤氏が行 い ､ デ バ ッ グ等の 作業をグル

ー

プ の メ ン バ
ー

で 行 っ た o シ ス テ ム は

T ur b o L in u x( O S) 上 に A p a c h e ( W eb サ
ー バ) ､ P H P

( プ ロ グラ ミン グ言語) ､ P o s tg r e S Q L ( リ レ
ー シ ョ

ナ ル デ ー

タ ベ
ー

ス) を組み合わせ て構築 し､ 技術

部 の サ ー バ で運用された｡

なお ､ 4 ケ月 の運用期間に全国4 1 の 大学 ､ 高専､

研究所か ら 1 4 5 名に よる参加登 録の受け付け処理

を行 っ た ｡

技術部業務運用 ･ 管理 シ ス テム は
､
技術部に対

し依頼 された業務の 運用 ､ 管理 を実務面からサ ポ

ー

トす るた めの ツ ー

ル と して
､
ネ ッ トワ ー

ク グ ル

ー

プ で独 自に シ ス テ ム の 構築 と 開発をお こ な っ

て い る ｡ こ の シ ス テ ム に つ いて 以下で詳 しく報告

す る｡

6
. 業務運用 ･ 管理 シス テ ム

三重大学工学部では ､ 以前か ら技術部の 再組織

化 に つ い て の 検討が 行われて お り ､ 現在平成 1 6

年度か らの 試行を目指 した作業が行われて い る o

再組織化案 の
一

つ と して
､ 技術部 に対 し依頼され

た業務をグル
ー

プで 行うこ と が提案されて い る ｡

しか し グル ー

プ で依頼業務を行う上 で の 制約 と

して技術部員の 居室 の分散等が ある ｡ そ こ でネ ッ

トワ
ー

ク グル ー

プ では
､
これ らの 制約 の 中で依頼
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業務が効率 よく行 えるための シ ス テ ム の構築､ 開

発 を独自に行う こ とと した｡

業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム は ､
T ur b o L i n u x(O S) 上

に A p a c h e ( W eb サ
ー バ)

､
P H P ( プ ロ グラミ ン グ

言語) ､ P o stg r e Sq L ( リ レ
ー シ ョ ナ ル デ ー

タ ベ
ー

ス)

を組 み合わせ て構築, 開発 が行われて お り ､ 現在

最低限の機能の 実装は完了 してお り ､
さらに完成

度を高め るた めに 開発が進め られて い るD

以下の報告では , 業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム の構

築 ､ お よび技術支援業務をグル
ー プで行う際 の運

用 ､ 管理方法に つ い て報告する ｡ また ､ 技術運用 ･

管理 シ ス テ ム の 開発 ､
デ ー

タ ベ
ー

ス の設計お よび

依頼業務を行う上 で の グル ー プ ウ エ ア との 連携､

活用に関 して は ､ 本報告集に報告されて い る の で

参照された い o

6
.1 業務運用 ･ 管理 シス テ ム を用 いた依頼業務の

流れ

三 重大学工学部で は ､
これまで技術部 に所属す

る技術職員 は配属されて い る研 究分野 に 関す る

技術支援業務を中心 に行 っ てきたが ､ 現在 これま

で の 研 究分野 に加 え工 学部全体 に如 し技術支援

業務を拡大す る こ とを検討 して い る｡ こ の ような､

工 学部全体 か ら依頼された様 々 な業務 ( 共通業

務) を行うためには ､
これまで行 っ てきた研究分

野以外 の 技術や高度な技術の 必 要性 が 予測 され

るの で ､ 技術部と して各技術職員が協力 して対応

して行く 必要が ある｡ そ の ために ､ 新た に専門分

野別 に グル ー プ を組織 し依頼 業務に対応す る こ

と と したo また､
グル ー プで 業務を行うこ と によ

り技術力の 向上 ､ 各技術職員が持 っ て い る技術の

共有に よ る技術の継 承お よび そ れ に伴う提供す

る技術業務の 継続性 の 維持な どを図る こ と が で

きる ｡ なお ､ 依頼された業務の 運用と管理を行う

ために業務委員会を設立 し､ 委員会方式で行う こ

と とな っ て い る ｡

次 に依頼 された 業務を行うた め の 手続き の 流

れ を図 1 に示す｡ ①依頼者は技術部に対 し､ 業務

の 依頼手続きを行う ｡ 技術部は依頼された 依頼業

務を受 け付ける ｡ ②受け付けられた依頼業務は依

-

l l -

頼 内容 に応 じて担 当す る グル ー プ と担 当者を決

定する o そ の 際に各 グル ー プ の 業務委員が 所属す

る グル ー

プ 内と の 調整を行うo ③選 出された担当

者 は ､ 依頼者 に連絡 を行 い ､ そ の後各種調整等を

行うと ともに依頼業務を行う｡ ④担当者は依頼業

務が 完了 したならば､ 依頼者と業務委員会 に対 し

報告 を行うと ともに決済を受ける｡

依頼者 麺套司

く報告 ･ 決済〉

図 1 . 依頼業務の 手続き の 流れ

こ の ような依頼業務の 手続きを行うに際 し ､ 各

グル ー プ に所属す る技術職 員 の 居室が 配属 され

て い る各研究分野にある こ と ､
お よび従来の 研究

分野 の 業務に加 え共通業務を行う必 要性 もある

た め
､
全員が 参加 して の依頼業務 の 運用 ､ 管理等

に 関す る ミ ー

テ ィ ン グを行うた め の 時間確保 が

難 しい こ とが予想 され る｡ そ こ で ､ 下記の 要件も

考慮 した結果 ､
こ の ような手続き を効率よく行う

ため に W eb 技術を用 い た業務 ･ 運用管理 シ ス テム

を構築す る こ とと した ｡

○デ ー

タ ベ
ー

ス を用い る こ とができ ､ 情報 の 蓄積 ､

活用が効率よく ､
か つ 効果的に行えるo

O 各種情報の 共有､ 公 開の 即時性 ､
透明性が確保

され る こ と に よ り ､ 依頼業務の 状況を依頼者 ､

技術部 (技術職員) 全員が把握す るこ とが でき

る｡

○技術部 ､
グ ル ー

プ 内で の 意思確認等の 手続きが

即時に行 える｡

次に業務 ･ 運用管理 シ ス テ ム を用 い た際の 依頼

業務を行う手続き等の 流れを表 2 に示すo 業務運

用 ･ 管理 シ ス テ ム で は依頼業務をより よく行うた

めに ､ 図 1 の 業務依頼手続きの 流れ に対 し､ ○担



表 2 . 技術業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム にお け る業務依頼 の 流れ

業務依頼の 流れ 依頼者 W e b シ ス テ ム 技術部 ､ 業務委員会

1 . 業務依頼 ①依頼 内容の 入 力 依頼内容 - 確認

2 . 調査担当者選出 確認 - 調 査担当者 ②調査担当者選出

3 . 調査 依頼内容の 打ち合わせ 調査内容 ③調査担当者が調査内容を入力

4 . 業務担当者選 出 確認 - 業務担当者 ④業務担当者選出

5 . 業務実施の確認 ⑤実施条件の 確認 実施条件 ⑤実施条件の 確認

6
. 作業開始

- 終了 確認 - 作業内容 ⑥作業毎の 内容報告

7 . 業務完了 ⑦業務完了 の 承認 業務完了報告 ⑦業務完了報告 ､ 決済

当者 の確実な選 出を効果的に行うた めに ､ 依頼業

務 の 作業担当者 を選 出す る 前に依頼者 と依頼内

容に つ い て打ち合わせ を行 い ､ そ の 情報をシ ス テ

ム 上 で 公 開す る ､
○依頼業務を トラブ ル 無く より

確実に行うた めに ､ 依頼業務の 実施条件の 確認 を

依頼者 との 間で行う ､
などの 手続き を付加 して い

る
｡
なお

,
付加 した打ち合わせ の 手続き を行うた

め の 担当者 を選 出す るた め の 手 続きも追加 され

る｡.

依頼業務は依頼者が業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム に

①依頼内容を入力す る こ とか ら始ま る｡ 技術部 の

メ ン バ
ー

は定期的に業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム - の

新規登 録を監視 して お り ､ 業務依頼 の 登録を確認

後 ､ ②依頼された 内容に応 じ調査担当者 の 選出を

行 い ､ 担当者名をシ ス テ ム に 登録 し告知を行う｡

ま た担当者は依頼者 に対 し選 出 した旨 の 連絡を

依頼者指定 の 方法で行う｡ ③調査担当者は依頼者

が指定 した 日時､ 場所 - 出向き､ 依頼者と調査打

ち合わせ を行 い ､ 依頼内容 を詳 しく調査する o 調

査担当者 は調査終了後 ､ 速やかに調査内容 を業務

運用 ･ 管理 シ ス テ ム に登 録す る｡ 技術部 の メ ン バ

ー は調査 内容の 登 録の確認 後､ ④調査内容 を基に

依頼業務 の担当グル ー プ
､ 業務担当者 の選 出を行

う｡ . また､ 業務担当者は選 出後速やか に シ ス テ ム

- の 登 録 を行うと と もに依頼者に 対 し通知 を行

うo ⑤業務担当者は依頼者と依頼された業務を確

実に行う上 で の 実施条件 の 確認 を 行い ､ 業務運

用 ･ 管理 シ ス テ ム - 確認 した実施条件を登録する o

⑥業務担当者は 実施条件に従 い速や か に依頼業

務 を行 い ､ 作業毎 の 作業内容 を シ ス テム に登録す

る こ と で ､ 依頼者お よび業務委員会は随時シ ス テ

ム 上 で 進捗状況を把握す る こ とができる ｡ . ⑦業務

担当者 は依頼業務が完了 した後 ､ 業務運用 ･ 管理

シ ス テ ム に 必 要情報 を記入 し報告 書の 作成 を行

うo そ の後 ､ 業務担当者は依頼者に対 し業務完了

の確認を得る , 依頼者 に よる作業完了が確認され

た後 ､ 業務委員会に作業完了 の 報告を行 い ､ 作業

完了報告の決済を受ける｡

6 . 2 業務運用 ･ 管理 シス テ ム とグル ー プウ エ アの

連携

依頼された 内容に よ っ て は ､ 複数 の 担当者 ､ 複

数 の グ ル ー プ で依頼業務 を行う事も考 えられ るo

そ の 際に各担当者､ 各グ ル
ー

プ間の 分担する業務

や ス ケ ジ ュ ー

ル の 調整 な どを行う必要性 が 生 じ

てくる ｡ しか し､ 業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム は業務

の 手続き ､ 書類等の 電子化を行い ､ 運用 ､ 管理 を

行うた め の ツ ー

ル と して構築 ､ 開発 されて い るた

め
､
グ ル ー プで 業務を行う上 で必 要な意見の 集約 ､

ス ケ ジ ュ
ー

ル 管理 ､ 連絡等 を行う機能は用意され

て い な い c . そ こ で ､
グル ー

プで業務 を行う際の ア

プ リ ケ
ー シ ョ ン ソ フ トウ ェ ア で ある グ ル ー プ ウ

エ アを用 い ､ 業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム と連携する

こ と によ り
､
グ ル ー

プ と して依頼業務をよ りよく

行え るた めの 運用法を紹介する ｡

技術部 で は 2 年程前か らグル
ー プ ウ エ ア を試用

して お り
､ 現在 は シ ス テ ム ･ コ ン サ ル タ ン ツ の ラ

イ セ ン ス フ リ
ー の ソ フ トウ ェ ア で ある ｢ L a! c o d a
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w I Z ｣ を使用 して い る o 技術部で主 に使用 して い

る グル ー プ ウ エ ア の機能と しては ､ 連絡等を行う

ための ｢伝言メ モ｣ ､ 連絡が伝わ っ たか どうか確

認が でき る ｢ 回覧版｣ ､ メ ン バ ー の 所在の 確認を

行う ｢行先ボ ｣ ド｣ ､ 意見 ､ 情報等 の 交換が行 え

る ｢ 掲示板｣ ､ 資料等の 共有を行う ｢ フ ァ イ ル 共

有｣ ､ メ ン バ
ー の 予定を確認でき る ｢ ス ケジ ュ

ー

ル帳｣ などが ある｡

6 .2 .1 調査担当者選出の手続き

調査担当者を選出する際の 手続き を図 2 に示 す｡
.

グル ー

プ 内で 運用 ･ 管理 シ ス テ ム 上 に最初 に新規

依頼業務を確認 したメ ン バ
ー

は
､
そ の 旨の 連絡を

グル ー

プ ウ エ ア の 機能 を用 い て 行う と とも に グ

ル ー プ内での 調整 を開始する o 依頼内容が グル
ー

プで提供する技術 内容と合致 しない場合は ､
グル

ー プ全体と して ｢ N o｣ の意思表示 を業務運用 ･ 管

理 シ ス テ ム 上 に登録す る｡ 依頼内容が グル
ー プ で

提供する技術内容 と合致す る場合 は ､ 調査担当者

選出の 調整 をグル
ー

プウ エ ア を用い て行う｡ 調査

担当者の 選出が終了すれば､ 選 出された担当者が

業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム 上 に登録す るo なお ､
諸

条件 に より 依頼 された 日時 に対 し都合が 悪 い な

どの 場合 は ､ グル ー プ全体と して ｢ N o ｣ の 意思表

示 を行い ､ 業務委員会に判断を委ね る｡

次に業務委員会では ､
調査担当者が業務運用 ･

管理 シ ス テ ム 上 に登録 されたか を定期的 に監視

す る｡ そ して調査担当者選出の 回答期 限となり ､

なおか つ 調査担当者が決定 して い ない 場合は ､
ま

ず グル ー プ と して の 意思表示 を行 っ て い ない グ

ル
ー

プ に対 し､ 当該グル
ー プ の 業務委員が 中心 と

な っ て担当者の選 出を行う｡ また､ 各グル
ー

プ全

ての 意思表示 が ｢ N o｣ とな っ て い る場合は ､ 依頼

内容 に該 当す る と 思 わ れ る グル
ー プ の 業務 管

理 ･ 運用 シ ス テ ム 上 の ｢ N o ｣ 意思表示の 登録 を解

除し ､ 当該グル
ー

プ の業務委員が 中心 となり調査

担当者の 選出を行う｡
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各グル ー プ
､

､ ′ 業務妻旦会

図 2 . 調査担当者選出の 手続き

各グループ 業務委員会

グJレナ プウェ ア

図 3 . 行担当者選 出の 手続き

6 .2 . 2 業務担当者選出の手続き

業務担当者を選出する際の 手続きを図 3 に示 すo

依頼業務の 担 当者は基本的 に調査担当者 を選出
l

した グル ー プ が行う事と なっ て い る｡ 調査担当者

は業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム 上 に調査内容を記載す

る と共に
､
グル ー プ ウ エ ア を用 い て グル ー プ内で

担当者選出を開始するo 調査 して来た業務内容 と

グル ー プ で 提供 す る技術内容 が 明らか に合致 し

ない 場合は ､ 業務委員会に依頼された業務を担当

できない 旨の 報告 を行う｡ また ､ 何 らか の 理 由で

担当で きな い場 合も業務委 員会に そ の 旨の 連絡

を行う｡ それ以外の 場合は ､ 業務担当者 の選 出を

行 い ､ 選出された 業務担当者 は業務運用
･ 管理 シ

ス テ ム 上 に登録 を行う と共 に依頼者に対 し連絡

を行 い , 実施条件の 確認作業 - と手続き を進 めるo

次に業務委員会では ､ 業務担当者が業務運用 ･

管理 シ ス テ ム 上 に記載されたか を定期 的に 監視



し ､ 回答期限とな っ ても登録されない場合は ､ 調

査担当者 を選出 した当該 グ ル
ー

プ の 業務委員が

中心 とな っ て業務担当者の選出を行う｡

なお ､ 担当できな い 旨の 連絡が あ っ た場合 は ､

再度依頼者も含めた調整 を行い そ の結果 ､
止む を

得 ない 場合は業務委員会に て担当 でき なか っ た

旨の決済処理 を行う｡. また ､
こ の ような事態を招

かない た めにも､ 依頼内容 の調査を行う際に依頼

者と綿密 な打ち合わせ を行 っ ておく 必要が ある ｡

図 4 に業務運用 ･ 管理 シ ス テ ム と グル ー プウ エ

ア の 連携と依頼業務の 流れ の 全体を示す｡

7 . まとめ

工学部より依頼された通常の 運用 ･ 管理業務 に

つ い て は
､ 概ね 問題なく行う こ とが遂行できた ｡.

また ､ 新規に行 っ た業務は特 に無か っ た が ､
就職

情報室ク ライ ア ン ト P C の ネ ッ トワ ー ク接続 の変

更により ､
シ ス テ ム の 再構築を行 っ た ｡

依頼業務の 荒れ

業務依頼

依頼 内容調査

担当者の 選 定

依頼 業務の

内容確認

依頼業務 の 可否

担当グル ー プ

担当者の 決定

作業開始

作 業終了

作 業報告

事務部に対する支援業務 ( - ル プデス ク) にお

い ても ､
P C 等の 不調や設定等 に関す る個別対応

はあ っ た が
､ 特に大きな トラブ ル は無か っ た ｡. 大

学内では ､
コ ン ピ ュ ー

タ ウィ ル ス に よる多く の感

染 ･ 発症が 確認されたが ､ ネ ッ ト ワ ー クグル ー プ

が関与して い るサ
ー

バ
,
ク ライ ア ン ト P C に 関し

ては感染 ･ 発症は確認 され なか っ た
0
日常の セ キ

ュ リテ ィ ア ッ プデ ー

ト､ ウイ ル ス 対策ソ フ トの使

用 をは じめ
､ 常に コ ン ピ ュ

ー

タウィ ル ス - の 注意

を払 う ように行 っ てき た効果 が 現れ てき たよう

で ある｡.

また
､ 今回 は新た な試み と して ､

W eb ア プリ ケ

ー シ ョ ン プ ロ グラム の 開発を行い ､ 運用実績 を得

る こ とが できた o 運用 ･ 管理業務 シ ス テ ム に つ い

ても ､ 運用を行い なが ら完成度を高 めると ともに ､

今後は プ ロ グラム 開発をは じめと して ､ ネ ッ トワ

ー クも含めたシ ス テ ム の 構築 ･ 開発が行 える よう

に活動を続ける予 定で ある ｡

依頼者 業務 運用 . 管理シス テム 技術 部 グル ー

プウエ ア

依頼内 容調 査

担当者の 調 整

担当グル ー

プ,

作 業担当者の

調 整

作 業状 況 . 連 絡,

技術情報

① 業務 依頼

作業 進捗状;

依頼内容調

担当者の 通

依頼内容確

依頼 業務 の

作 業担当者

作業状況

!1

依頼内 容の 公 開 , 閲 覧

依梅内 容調 査担当者決定

指定 方法による調査担 当者

決定の 通 知

. 査 担 当者による確認した

頼 内容の 入 力

-L 依頼内容入 力l
↓

■｣ 業 務依頼 一

覧( 調査)

【■■】
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l 業務 依植 一

覧( 担 当者)

凹一■】
担当グ ル ー プ

⑤依頼内容の 公開 , 閲 覧

⑥担 当グ ル ー プ
,

況 担当者選 出 , 決定 作業担当者決 定

頼業 務の 可 否 .

業担当者の 通知

作業 状況 の 入 力

1
■

作 業

作業毎報 告 1

報告書 報告書出 力 l 報告書出 力

報告書決裁

図 4 . 業務運用 ･ 管理 シ ス テム と グル
ー

プウ エ ア によ る依頼業務の 流れ
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